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　教育・研究概要

I.　消化管外科
　1.　食道

　当施設での食道良性疾患に対する腹腔鏡下手術

は，全国でも有数の手術症例数を誇っている。アカ

ラシアに対しては，腹腔鏡下Heller-Dor 噴門形成

術を行い良好な治療成績を得ている。逆流性食道炎

（GERD）については，食道運動機能の新しい評価

法として期待されている食道インピーダンス法を導

入し，内視鏡的所見が陰性のGERDも含めより詳

細な手術適応について検討をすすめている。また

サーモメーターを用いて食道癌手術中の血流分布を

考慮した個別の胃管作成を行い縫合不全の発生を低

減させている。基礎研究としては，アカラシアの術

中に採取した筋層標本を用いた病態解明の研究を

行っている。またDNA chips を用いたマイクロア

レー解析の結果から新しい癌分子マーカーの開発を

行っている。

　2.　胃

　早期胃癌に対し，色素と近赤外線内視鏡を利用し

た Sentinel リンパ節（SN）描出法を開発し，従来

の方法より簡便かつ有用な方法として，臨床研究を

行っている。またこの方法を用いて，早期バレット

食道癌に対しても検討を開始している。進行胃癌に

対しては多施設共同研究により標準的補助化学療法

の確立を目指している。

　3.　周術期管理，術後評価

　13C法による胃切除後消化管機能評価を行い，残

胃排出能と吸収能を比較し，その臨床的意義を検討

している。胃切除術式と胃術後障害について，現在

本学を代表とする多施設共同研究が進行中である。

　4.　大腸

　われわれの開発した下部消化管Virtual reality 

surgical simulator を使用し，手術時間の短縮およ

び手術の安全性を高めることを目的として下記の臨

床研究を行っている。個々の患者のCT画像より高

次元医用画像工学研究所とのタイアップにより

simulator を作成する。術前に使用することで，手

術時間，出血量，手術合併症，術後在院期間，術者

の意見より，シミュレーター使用の有用性および安

全性を検討している。大腸癌患者の血清中の癌特異

抗原に対する抗体の測定を検討している。具体的に

は IgA ,  IgD ,  IgG ,  IgMでは反応が認められたが，

IgE に関しては反応が認められなかった。その評価

に関して再発や予後との相関性も含め解析してい

る。また，5年生存率のわかっている大腸癌切除例

のパラフィン切片中で，癌部，腺腫と正常部に関し

て IgA ,  IgG ,  IgMの自己の抗体がどのように反応

しているかを免疫染色で検討している。大腸癌術後

の食事開始時期を検討するために，13Cを用いて術

後腸管運動能を検討している。開腹症例と腹腔鏡補

助下症例，腸管運動促進薬の有無を 2因子として比

較検討している。

II.　肝胆膵外科
　1.　主たる研究領域の概要

　肝胆膵外科の主な臨床および基礎研究は，1）移植・

再生医学および人工肝臓，2）膵臓癌の化学療法，3）

多発性肝腫瘍に対する積極的な肝切除，4）手術に

よる肝胆膵脾手術の低侵襲化と適応拡大，である。

個々の研究成果

　1）に関しては，平成 19 年 2 月 9 日に当院で第一

例目の生体肝移植（肝細胞癌局所治療後のC型肝

硬変症例）を施行し，平成 21 年 1 月 16 日には第 6

例目の生体肝移植を原発性胆汁うっ滞性肝硬変の患
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者に対して行なった。6 例の生体肝移植患者の術後

経過はいずれも順調で，レシピエントは術後 19-33

日目に退院した。今後も症例を蓄積すべく，移植体

制の維持に努めている。再生医学および人工臓器分

野では，科学研究基盤 B のヌードマウスでの埋め

込み型人工肝作成の基礎研究，科学研究基盤 C の

ヒト分離培養胆道上皮細胞を用いた人工胆道の再生

などの研究を行っている。

　2）膵臓癌の標準的治療薬である塩酸ゲムシタビ

ン（Gem）に対する耐性に Gem 誘導性の NF-κB

の活性化が関与するという基礎データを背景に，膵

臓癌に対する新しい治療法として NF-κB 抑制作

用と膵臓がん細胞株に対してアポトーシス誘導作用

を有するセリンプロテアーゼインヒビター（メシル

酸ナファモスタット）と Gem との併用療法の臨床

試験を，当院の倫理委員会の承認後開始し現在

Phase Ⅱ study に至っている。

　3）主に大腸癌を原発とする転移性肝癌への肝切

除の適応拡大を図っている。

　4）腹腔鏡下肝切除術は，倫理委員会へ申請する

ための症例確保の段階で現在 5 例目が終了してい

る。腹腔鏡膵体尾部切除術は，平成 20 年 7 月に先

進医療に認可された。症例数は累積で 21 例となっ

た。門脈圧亢進症を伴う脾腫症例に対する腹腔鏡下

摘脾を開始し，良好な初期成績を得ており，今後の

臨床研究を消化器・肝臓内科と共同で推進する予定

である。

　2.　教育の概要

　大学院 4 年生 1 名が 3 年間で研究を終了し，4 年

目は research resident として肝胆膵外科の臨床教

育を受けている。4 月より大学院生が 1 名，DNA

医学研究所で癌治療に関する基礎研究を開始した。

　「点検・評価」
　アカラシアに対する腹腔鏡下 Heller-Dor 噴門形

成術では，顕著な患者愁訴の改善を報告している。

内視鏡的所見が陰性の逆流性食道炎の病態について

の検討が進んでおり，現在まで手術成績も良好で

あった。赤外線内視鏡を利用した Sentinel リンパ

節（SN）描出法は，従来行われている ICG 色素単

独法やアイソトープ（RI）法に比べ有用性が高かっ

た。13C 法による胃切除後消化管機能評価法は機能

検査としてその有効性を学会でも評価されている。

胃切除術式と胃術後障害についての検討は，いまま

でにない大規模な他施設共同研究であり，今後の結

果が待たれる。

　大腸癌における術前リンパ節転移診断　Diffu-

sion-MRI 陽性リンパ節の真偽率の解析は，感度

79％，特異度 95％であり，Diffusion-MRI の有用

性を報告した。

　切除不能膵臓癌に対する化学療法では，治験半ば

ではあるが明らかな overall survival の延長が認め

られ，極めて予後不良と言われる進行膵臓癌に対す

る新しい化学療法として期待される。生体肝移植術

や肝胆膵脾領域の腹腔鏡下手術に積極的に取り組ん

でおり，症例の蓄積が待たれる。今後も基礎教室と

の連携を広げ，若手外科医に深みのある研究を行な

う機会を創出すべくシステム整備を進める。
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